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[1] Fatou の lemma のステートメントを書け．(ステートメントを書くだけです．
この問題はできても点数は加算されません．不正解の場合のみ減点します．)

[2] R上の関数
1

x + i
の Fourier変換を求めよ．

[3] f(x) ∈ L2[0, 2π)とし，その Fourier係数 an (n ∈ Z)を

an =
∫ 2π

0

f(x)e−inx dx

と定める．f(x)を周期 2π の関数として R上の関数に延長する．このとき自然数 k

について，f(kx)の Fourier係数を求めよ．

[4] (1) ϕ(x) ∈ D(R)に対し，次の極限値が存在することを示せ．

lim
ε→0+

(∫ ∞

ε

ϕ(x)
x

dx + ϕ(0) log ε

)
.

(2) ϕ(x) ∈ D(R)に対し上の極限値を 〈T,ϕ〉とおくと，この T は超関数を定める
ことを示せ．

[5] f(x)を，R上の周期 2π の連続関数とする．これを [0, 2π]上の関数とみなし
たときの Fourier係数 an (n ∈ Z)を

an =
∫ 2π

0

f(x)e−inx dx

と定める．f(x)をR上の tempered distributionとみなしたときの，その Fourier変
換を an を用いて表せ．

[6] s ≥ 0, f(x) ∈ Hs(R), g(x) ∈ C∞
0 (R) とする．このとき f(x)g(x) ∈ Hs(R)で

あることを示せ．
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